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( 1）『「文喜重湾」及其周囲』 〈文撃回憶録〉 遠景出版事業公司 一九八三
年四月
「疑う余地もなく正真正銘の皇民化文学である」。（一六頁）



















































2- j 星名宏修野草第四九号 一九九二年二月















『周金波新論』 〈台湾文学の諸相〉 中島利郎緑蔭書房 一九九八年九
月
〈水癌〉 ・〈志願兵〉 ・〈「ものさし」の誕生〉 ・〈気候と信仰と持病と〉
〈郷愁〉この五つの主な小説を通じて、「「愛郷土、愛台湾作家」としての周
金波像を立証したい」という前提で書かれたものである。
＊射輯要旨
坪井秀人氏は、台湾における日本の宗教政策については、台湾神社を創建し、北白川宮を杷る、と
いう大きな枠組みがあるが、この発表は、家庭内の祭杷のあり方をふまえている点が重要であり、神
道が根付かなかった理由がよくわかる、と述べ、発表者も、そういう視点で考えるのが大事である、
と述べた。
大黒貞明氏は、台湾の宗教に五行思想の影響はないのか、と尋ね、発表者は、もちろんあるが、台
湾の信仰は神を人間に近づけるのが特徴である、と答えた。
李文茄氏は、鳩祖は実在の人物だ、ったというが本当か、と尋ね、発表者は、福建生まれの林歎娘と
いう人だといわれている、と答えた。また、皇民文学の定義について尋ね、発表者は、この言葉は暖
昧のまま使われている、広く 言えば、占領期に書かれたものはすべて皇民文学だが、特に「皇民化運
動」に則って「天皇の赤子」化を表現したものは「皇民化文学Jと呼んだ方がいい、と答えた。
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